
以下の事業を確実に実施することができた。
(1)

(2)

(3)

(A) 当該事業の
実施日時

(D) 受益対象者
の範囲

事業費の
決算額

(B) 当該事業の
実施場所

(E) 人数
（単位：

(C) 従事者の人数 千円）
① 出前授業・講

演会などの活
動

・ (A) 年間24回（Zoomなど
のWEBによる講演を
含む）

(D) 小･中･高校
生および一
般団体

650

(B) (E)

(C) １人
② ・ (A) 12月 (D) 322

(B) Tuyen Quang郡のLam
Binh郡の小中学校

(C) １人 (E) 600名程度
・ (A) 2月 (D) 602

(B) Tuyen Quang郡のLam
Binh郡の小学校2校

(C) １人 (E) 300名程度
・ (A) 6月,9月,11月 (D) 70

(B) Tuyen Quang郡のLam
Binh郡の村

(C) １人 (E) 500名程度
・ (A) 8月、10月、12月 (D) 50

(B) 飯舘村役場

(C) ２人 (E)
③ ・ (A) (D) 30

(B)

(C) １人 (E) 15名

児童生徒
1,500名
一般人
150名

来年度以降のラオス
プロジェクトへ向けて
の飯舘村との準備を
進めた。

飯舘村農民
とラオス･シ
エンクワン
県の農民

ベトナム北部の村の
学校等に教育機器を
寄贈した。

福島県や東京都を中
心に出前授業や講演
会を実施した。

8月,12月,３月 日本の高校1
年生とLang
Can中学校生
徒

神奈川県鎌倉学園、
ベトナム北部中学校

様式例・記載例（法第10条第1項第7号関係「事業年度の事業報告書」）

事 業 名
(定款に記載した

事業)
具体的な事業内容

令和３年度の事業報告書
令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで

特定非営利活動法人シーエスアールスクエア

１　事業実施の結果

コロナウィルス蔓延予防のため、国外へのフライトがなかったため、国内での出前授業・
講演会を中心とした事業を中心に活動を展開した。

コロナ禍のため、現地を訪問することができなかったため、オンラインでの交流を充実さ
せ、次年度の訪問や支援につなげる活動とした。
JICAの「草の根支援事業」への提案書改定・提出に取り組んだが、不採択であった。

現地と日本の
子ども達をつ
なぐ交流活動
推進事業

ベトナム北部の村の
小学校にトイレを建
設した。

現地の小中
学生ならび
に先生方

インドシナ半
島の少数民族
学童のための
就学支援・学
校施設設備支
援事業

ベトナム北部の村
へ、換金作物による
生活環境改善の支援
をした。

現地の二つ
の村の村人

ベトナム北部の奥地
の学校の生徒との
WEB会議を実施し
た。

現地の小中
学生ならび
に先生方



(A) 当該事業の
実施日時

(D) 受益対象者
の範囲

事業費の
決算額

(B) 当該事業の
実施場所

(E) 人数
（単位：

(C) 従事者の人数 千円）
④ ・ (A) 通年（33回） (D) facebook利

用会員等
20

(B) 事務局 (E) 不特定多数
(C) １人

・ (A) 年2回（6月、11月） (D) 会員､その他 320
(B) 事務局 (E) 500人
(C) 1人

・ラジオ放送による広
報活動

(A) ラジオ福島、年7回
FM-Hanako、年1回
FM-Mot@本宮、年1
回

(D) 90

(B) 事務局
(C) 1人 (E) 不特定多数

・ (A) 年3回(5,9,12月) (D) 会員､その他 220
(B) 事務局 (E) 不特定多数
(C) 1人

2374

目的を達成す
るために必要
と考えられる
その他の事業

活動の様子を報告す
るためのfacebook
ページの作成および
投稿

ホームページ改訂、
プロモーション動画作
成と公開、WIKIPEDIA
紹介作成

事 業 名
(定款に記載した

事業)
具体的な事業内容

会報の作成と発行・
送付

福島県内･
大阪市内
視聴者


